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【手続補正書】
【提出日】平成21年5月14日(2009.5.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者に送信するためのパルスを選択的に発生するＰ個のパルス発生器と、
　Ｎ個のバッテリを備える電力供給システムと、
　前記パルスを選択的に制御するＭ個の制御モジュールと、
　前記Ｐ個のパルス発生器のうち選択された１個と、前記Ｎ個のバッテリのうち選択され
た少なくとも１個と、前記Ｍ個の制御モジュールのうち選択された１個とを選択的に接続
するＬ個のスイッチモジュールと、
を備え、
　Ｐ、Ｍ、Ｎ、およびＬが１より大きい整数である、医療機器。
【請求項２】
　前記Ｍ個の制御モジュールが、前記Ｎ個のバッテリにより供給される電流を監視し、そ
れに基づいて前記Ｌ個のスイッチモジュールを選択的に制御する、請求項１に記載の医療
機器。
【請求項３】
　前記Ｎ個のバッテリのうち前記選択された少なくとも１個により与えられる電流を選択
的に変更するＮ個の保護モジュールをさらに備える、請求項１に記載の医療機器。
【請求項４】
　前記Ｎ個のバッテリのうち前記選択された少なくとも１個により与えられる電流を選択
的に制限するＮ個の保護モジュールをさらに備える、請求項３に記載の医療機器。
【請求項５】
　前記Ｌ個のスイッチモジュールが、前記Ｎ個のバッテリを共通ノードに選択的に接続す
る第１のスイッチモジュールと、前記共通ノードを前記Ｐ個のパルス発生器および前記Ｍ
個の制御モジュールに選択的に接続する第２のスイッチモジュールとを含む、請求項１に
記載の医療機器。
【請求項６】
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　前記医療機器がペースメーカーシステムを備え、前記パルスが心臓ペーシングパルスを
含む、請求項１に記載の医療機器。
【請求項７】
　リード線と、
　前記Ｐ個のパルス発生器のうち前記選択された１個を前記リード線に選択的に接続する
第３のスイッチモジュールと、
をさらに備える、請求項６に記載の医療機器。
【請求項８】
　前記Ｎ個の保護モジュールのそれぞれが電流制限モジュールを備える、請求項３に記載
の医療機器。
【請求項９】
　前記電流制限モジュールが、並列に接続されたＸ個のトランジスタを備え、Ｘが１より
大きい整数であり、前記Ｘ個のトランジスタの制御端子が前記Ｍ個の制御モジュールの少
なくとも１個と通信する、請求項８に記載の医療機器。
【請求項１０】
　前記電流制限モジュールが、
　抵抗素子と、
　前記抵抗素子と並列に接続されて前記制御モジュールにより選択的に制御されるスイッ
チモジュールと、
を備える、請求項８に記載の医療機器。
【請求項１１】
　前記抵抗素子が可変抵抗素子を備え、前記制御モジュールが前記可変抵抗素子の抵抗を
選択的に変更する、請求項１０に記載の医療機器。
【請求項１２】
　パルスを選択的に発生するパルス発生器と、
　前記パルスを選択的に制御する制御モジュールと、
　前記医療機器に電力を供給し、
　　Ｎが１より大きい整数であるＮ個のバッテリと、
　　共通ノードと、
　　前記制御モジュールからの制御信号に基づいて前記Ｎ個のバッテリのうちの第１のバ
ッテリを前記共通ノードから選択的に切断するとともに前記Ｎ個のバッテリのうちの第２
のバッテリを前記共通ノードに選択的に接続し、前記Ｎ個のバッテリの各々により与えら
れる電流を監視するＮ個の保護モジュールとを備える、電力供給システムとを備え、
　前記制御モジュールが前記電流に基づいて前記制御信号を発生する、医療機器。
【請求項１３】
　前記共通ノードを前記パルス発生器および前記制御モジュールに選択的に接続する第１
のスイッチモジュールをさらに備える、請求項１２に記載の医療機器。
【請求項１４】
　前記医療機器がペースメーカーシステムを備え、前記パルスが心臓ペーシングパルスを
含む、請求項１２に記載の医療機器。
【請求項１５】
　前記制御モジュールがＭ個の制御モジュールを備え、前記医療機器が前記Ｍ個の制御モ
ジュールの１個を前記パルス発生器に選択的に接続する第１のスイッチモジュールをさら
に備え、Ｍが１より大きい整数である、請求項１２に記載の医療機器。
【請求項１６】
　前記第１のスイッチモジュールは、更に、前記Ｍ個の制御モジュールの前記１個をＮ個
の保護モジュールの１個に選択的に接続する、請求項１５に記載の医療機器。
【請求項１７】
　前記パルス発生器がＰ個のパルス発生器を備え、前記医療機器が前記Ｐ個のパルス発生
器の１個を前記Ｍ個の制御モジュールの前記１個に選択的に接続する第２のスイッチモジ
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ュールをさらに備え、Ｐが１より大きい整数である、請求項１５に記載の医療機器。
【請求項１８】
　リード線と、
　前記Ｐ個のパルス発生器の前記１個を前記リード線に選択的に接続する第３のスイッチ
モジュールと、
をさらに備える、請求項１７に記載の医療機器。
【請求項１９】
　第１のスイッチモジュールが冗長性スイッチモジュールを備える、請求項１３に記載の
医療機器。
【請求項２０】
　前記Ｎ個の保護モジュールのそれぞれが電流制限モジュールを備える、請求項１２に記
載の医療機器。
【請求項２１】
　前記電流制限モジュールが、並列に接続されたＸ個のトランジスタを備え、Ｘが１より
大きい整数であり、前記Ｘ個のトランジスタの制御端子が前記制御モジュールと通信する
、請求項９に記載の医療機器。
【請求項２２】
　前記電流制限モジュールが、
　抵抗素子と、
　前記抵抗素子と並列に接続されて前記制御モジュールにより選択的に制御されるスイッ
チと、
を備える、請求項２０に記載の医療機器。
【請求項２３】
　前記抵抗素子が可変抵抗素子を備え、前記制御モジュールが前記可変抵抗素子の抵抗を
選択的に変更する、請求項２２に記載の医療機器。
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